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研究成果の概要（和文）：　本研究では、技能系老舗企業、特に国内外の鋳造企業を中心に、その存続と衰退に
ついて研究を行った。その背景には、これまでわが国における老舗企業研究が商家研究に偏っていたことがあげ
られる。
　そこで、本研究は明治維新以前から存続するわが国の鋳造企業5社、英国の老舗鋳造企業2社、ドイツ5社、イ
タリア1社残存していることを明らかにし、更にフィールド調査を行うことで、その実態や特性を明らかにし
た。また、技能系企業ならではの存続要因の1つとして、技能と経営の一体や分離が影響していることも史料等
からも明らかにした。これらの成果は、著書、査読付きも含めた論文、学会報告などで行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, centering on long-established engineering firms, 
especially domestic and foreign casting companies, we studied on the continuation and decline of 
those companies. In the background there was the fact that the studies on long-established firms in 
our country have inclined toward studies on merchant houses in the past.
Therefore, in this research, we clarified that five Japanese casting companies, two English 
long-established casting companies, five German companies and an Italian company have been 
continuing since before the Meiji Restoration, and also clarified the actual situations and 
characteristics after conducting a further field survey. These results have been published in books 
and papers including with peer review, and presented at academic conferences.

研究分野： 経営組織論

キーワード： 鋳造業　組織文化　老舗企業　国際比較　技能伝承　事業承継
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の研究開始当初の背景には、これま

での老舗企業研究の通説が以下のように色
濃く残っていたものであった。 
まず、老舗企業研究における企業の存続は、

歴史研究及び定量研究アプローチと結びつ
けて論じられてきたことがあげられる。歴史
研究アプローチはいわゆる老舗企業に注目
し、商家研究や会計研究といった歴史的研究
を基盤として展開されてきた。 
この歴史的研究に共通するのは、老舗企業

群に残存する家訓や家憲から合理的な近代
的組織の基盤を家訓に見出そうとする点で
ある。 
それに対して、1980 年代以降多くみられ

るようになった定量研究アプローチは、老舗
には家訓が残存するという既存研究の仮説
をもとに、老舗企業の共通属性及びその平均
値を見い出そうとした。例えば神田・岩崎
（1996）、横澤編（2000）などでは、資源依
存論（resource-based view）の立場から、100
年以上の老舗企業に対する定量研究を通じ
て、家訓や屋号、同族支配が老舗企業の競争
優位として指摘された。 
この 2 つの研究成果が相俟って、今では、

家訓・店則が老舗企業の存続要因であるとす
る見解が、老舗企業論の通説的見解となって
いる。 
さらに、先行研究では、研究対象を京都の

商人系老舗企業を中心とし、長期にわたる過
程の変化などをみていく経年的分析が依然
不十分であり、克服すべき課題も明らかにな
った。そこで、曽根は、商人系老舗企業では
ない、建築企業を中心に論じてきた。しかし
ながら、このことは、特定の分野に限定され、
技能系企業を論じる上では不十分であると
考え、本研究課題を遂行してきた。また、欧
米においては、ファミリービジネス研究とい
うかたちで、わが国における老舗企業研究と
共通のロジックのもと議論がなされてきた
ため、ファミリービジネス研究にも着目しな
がらも研究を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
上記で示した先行研究に基づく課題から、

本研究では、地域を京都に限定せず、商人系
ではなく技能系の老舗鐘鋳造企業を研究対
象とし、各社の伝統的組織と近代の組織の比
較をインタビューや史料調査を交えながら
行うこととした。 
さらに、市場や技能の変化、技能と経営の

人材の育成に着目し、存続の要因を探った。
これらの明治維新以前から存続してきた梵
鐘鋳造企業は、わずか 5社しか残ってなく（近
年解散した A 社も含む）、江戸期まで幕藩体
制に守られ、ほぼ同規模であったこれらの企
業になぜ差異が生じたのか、経年的にこれら
の企業が鋳造を営む際に構築する他者との
関係を通じて、存続と衰退のメカニズムに着
目し論じていくこととした。技能系老舗企業、

特に国内外の鋳造企業を中心に研究を行っ
た。 
本研究では、国際比較を通じて、より広い

視点で老舗企業を論じるため、わが国に明治
維新以前から存続する鐘鋳造企業 5社に加え、
英国の老舗鋳造企業 2 社、ドイツ 5 社、イタ
リア 1 社残存していることから、これらの企
業との比較調査を行うことで、その実態や特
性を明らかにしていくこととした。また、技
能系企業ならではの存続要因の 1 つとして、
技能と経営の一体や分離が影響しているこ
とも史料等からも明らかにした。これらの成
果は、著書、査読付きも含めた論文、学会報
告などで行った。 
 
３．研究の方法 
本研究は、「研究目的」において示された

内容のもと、具体的に以下のような計画の下
で研究を推進した。 
初年度は、主に組織文化論、資源依存論、

制度論に着目しながら、老舗企業論、ファミ
リービジネス論、鋳造業、技術史といった幅
広い視点から、文献渉猟と整理を行った。 
さらに、鋳造企業に関する研究は技術史的

な研究は散見されるものの経営学分野にお
いては皆無に等しく、国内外の鋳造企業の存
在そのものの調査を行う必要があった。その
後、企業の洗い出しを実施し、わが国の鋳造
業と同様にわずかながら世界各地に老舗鋳
造企業が存在していることを確認すること
が出来た。 
これらから得た情報をもとに、国内外の各

企業へのアクセスと同時に、詳細なフィール
ドワークを行い、インタビューや一次史料も
多分に含んだ資料収集を行った。また、レビ
ュー論文の作成と分析枠組みの構築を行っ
ていった。 
これらの理論研究、フィールドワークを通

じて、経営学における多様な研究分野を網羅
するとともに、現在の理論・経営問題を俯瞰
し、それぞれに必要となる方法論的検討を行
った。その基礎的ベースとなるのが、老舗企
業研究、同族企業研究、制度論である。また、
研究協力者となる各大学の研究者及び老舗
鐘鋳造企業の当主（経営者）やそのステイク
ホルダーとなる建築会社や寺社とは長年、協
力関係にあり、信頼関係を構築してきたため、
これらのつながりをいかしながら研究を進
めていった。 
 
４．研究成果 
上記の本研究課題をもとに、フィールドワ

ークで蓄積されたケースを分析、検討、改定
し、ここから得られた研究成果は、（1）学会
報告、（2）学術誌、（3）著書、（4）ワーキン
グペーパー（リサーチペーパー）、として発
表された。 
 
（1） 学会発表 
各研究領域における理論的検討は、国内外



の学会で報告を行い、さらなるブラッシュア
ップを図った。海外の研究者（カナダ、スペ
イン、フィンランド）とも積極的に連携をと
りながら共同研究を行い、論文公刊や学会報
告できたことは、本研究の検証や発展に寄与
しただけではなく、本研究分野の国際的発展
の水準を見極めることができたとも考えて
いる。 
具体的には、国内では、当初の予定通り、

本研究テーマに密接に関連する組織学会、フ
ァミリービジネス学会等で報告した。 
組織学会では、理論研究ならびにファミリ

ービジネスに関するモデルの構築を近年着
目される Sarasvathy の提唱する、エフェク
チュエーションと「家」の存続戦略をリンク
しながら、存続優先のファミリーアントレプ
レナーシップのプロセスについて論じた。 
ファミリービジネス学会では、2 年連続で

報告を行った。2015 年には、純血型中小ファ
ミリー企業の革新的マネジメントに着目し
た。曽根が担当したファミリービジネス研究、
老舗企業研究のレビューに関する報告も併
せて行い、これらの研究に不足している点を
明らかにした。2016 年には、ファミリービジ
ネスにおける事業承継研究とファミリーア
ントレプレナーシップ研究の両研究の系譜
を論じるとともに、両研究を俯瞰する企業家
活動プロセスについて理論的考察を行った。
その結果、後継者の企業家活動プロセスとし
て、先代経営者への資源依存、事業機会の認
識と評価、事業ドメインの再定義、必要資源
の獲得と動員という新たな研究上の論点が
明らかにされた。 
 また、2015 年に『一橋ビジネスレビュー』
において、ファミリービジネス特集が組まれ
たが、そこで執筆した内容をビジネスパーソ
ン（ファミリービジネス経営者）を中心とし
た読者向けに報告を行い、企業の長寿性に関
して整理を行うことができた。さらには、招
待講演も含め、異なるジャンルの方々からも
貴重なコメントを得ることができた。 
海外においても、IFSAM（International 

Federation of Scholarly Associations）で
は、コーポレートガバナンスの視点からわが
国特有のファミリービジネスに着目し、論じ
た。 
SMEUCE  (Sustainability Management of 

e-Business and Ubiquitous Commerce Engi
neering）では、2014 年と 2016 年において発
表を行い、わが国の老舗企業における特徴や
海外企業との比較を論じることで、海外以外
の研究者から貴重なコメントを得た。 
AJBS （ The Association of Japanese 

Business Studies）においては、欧州の研究
者 3名と共同研究を行うことで、わが国とス
ペインの技能系企業の比較を行うことがで
きた。その他研究会等でも海外研究者とディ
スカッションを行い、研究をさらに発展させ
ることができたと考える。 
 

（2）学術誌 
これらの学会ならびに研究会などにおけ

る報告、発表で得たコメントをもとにして、
査読付き論文を積極的に投稿した（査読付は
3件）。 
まず、本研究課題が見出す新たな分析枠組

みとしての研究が、経営史分野で国際的に最
もインパクトファクターの高い英国の学術
誌、“Business History”に査読付き論文と
して掲載を実現した（2015 年）。本論文では、
理論と事例（4 社の比較研究）を重ねて論じ
た。また、これまで老舗を英語表記して論文
投 稿 し た 場 合 、 Long-Standing firm や
Old-Established Company などで論じてきた
が、今回“Shinise”という単語をそのまま
用いて、採択され、わが国の文化の発信に寄
与するとともに、老舗企業研究に一定の貢献
ができたのではないかと考える。 
次いで、純血型中小ファミリー企業の革新

的マネジメントに着目した研究では、とくに、
創業者と後継者の戦略・トップマネジメント
活動の比較分析を行い、『ファミリービジネ
ス学会誌』に査読付き論文として、公刊され
た（2015 年）。 
また、技能系企業の秩序構築主体としての

企業家らに着目し、そのメカニズムなどにつ
いて論じたものを『イノベーション・マネジ
メント』に、査読付き論文として掲載した
（2015 年）。 
その他にも技能系企業に着目しながら、そ

の実態や事例研究、一次史料（古文書翻刻含
む）など、蓄積を重ねていった。 
 
（3） 著書 
経営学として体系化した著書の出版を念

頭に計画していった。具体的事例を分析し、
経営学および諸関連の理論を用いて、これら
を包括した先端的な議論の論文レビューを
行った。具体的には、以下の書籍があげられ
る。 
ファミリービジネス研究、老舗企業研究の

理論的基盤としてまとめられた『日本のファ
ミリービジネス：その永続性を探る』（中央
経済社）を出版した（2016 年）。同書は、わ
が国でも数少ないファミリービジネス研究
を各ジャンルごとにまとめたものであり、曽
根は、本研究と関連して調査を行ってきたイ
タリア最古の企業といわれる鋳造業の
Marinelli 社を事例に、当主のインタビュー
も交えながら、ファミリービジネスの存続と
後継者育成について論じた。 
また、経営学の理論的見地からビジネスシ

ステム論について論じ、まとめられた『日本
のビジネスシステム：その原理と革新』（有
斐閣）を出版した（2016 年）。ビジネスシス
テム論は、各産業や企業において散見される
が、曽根は、老舗企業、ファミリービジネス
のビジネスシステムを事例にあげ、詳細に論
じた。 
 



（4） ワーキングペーパー 
 本研究課題は、老舗鋳造業というこれまで
論じられてこなかった分野を扱うため、先行
研究が極めて乏しかった。これらを鑑み、一
次史料調査、インタビュー調査といった丹念
なフィールドワークを行う必要があった。そ
のため、これらの研究活動から得られた研究
成果の多くは、主に連携研究者でもある、同
大学の上村雅洋教授、吉村典久教授と共著で
和歌山大学経済学部のワーキングペーパー
において発表されてきた。 
 具体的には、鋳造業ならびにそれに関連お
よび隣接した分野への事例に関しては 4 件、
理論的研究などに関連するものについては 2
件まとめられた。 
こうしたワーキングペーパーの成果をま

とめ上げることで、それを具に議論を重ね、
学術論文としても十分な水準を維持するこ
とができるような水準を担保してきた。実際、
定期的にワーキングペーパーとしてまとめ、
またそれらの事例をもとに、論文や本（共著）
に公刊していった。 
なお、方法論的検討もまた有意義であると

考え、方法論的検討によって、本研究テーマ
に参考となる点を見いだすことができた。つ
まり、個別の研究領域を超えて検討するべき
課題は、経営学における各研究領域を越えた
検討が可能になると考えるためである。 
そこから得られた成果を論文ならびに書

籍等に反映するとともに、2017 年度以降の公
刊予定の成果物にもこれらのデータを組み
込み、発展させていくこととする。 
 以上、本研究当該期間において示した成果
（業績）は、学会等での発表、報告は 11 件
（国内 6本、海外 5本）、論文公刊 13 件のう
ち査読有のものは3件（国内2件、海外1件）、
書籍は 3件であった。また、本報告書には記
載していない少規模の研究会における報告
も複数回行った。これらの成果を通じて、わ
が国における研究水準の確認と国際的評価
向上に一定の貢献ができたものと考える。 
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